










































論した白面人著『働き盛りの男』 （やまと新聞出版部、一九二五年）には、 「小村欣一侯といへば、外務省情報部次長と肩書をつけなくとも、ハハア 肯ける程社会の多方面で有名になり過ぎてゐる。侯爵の肩書に似合はずきさくな、頼まれれば厭と言つた事のない気軽な人として有名だ。帝劇にゴタゴタがあるといつては洋服を脱いで飛び出す、梅蘭芳が来たと云へば歓迎委員に挙げられる、民衆劇の宣伝にも飛び出す、此頃では長唄組合 会長にま 引張り出されさう なり、流石に苦笑して『何分お役所に勤めて居ては、まさかねえ』と、拒絶したといふ程の人気である。 」と紹介されている。殊 演劇に関しては、芝居好きの祖母の影響もあっ か 幼少の頃より強 興味をもっていたという。　
とくに、いまだ俳優をさげすむ風潮が残っていた当時

























事を務めた。 の間、国士舘は、一九一九（大正八）年の高等部開設を皮切りに、一九二二 大正一一）年に中等部、一九二五（大正一四）年に中学校、一九二六（大正一五）年に商業学校を創設し 九 昭和四）年
には、ついに高等教育機関である専門学校を創設するまでに発展した。さらに翌年には、海外へも視野を広げんとして高等拓植学校の創設に臨ん い 。　
一方、 講師として教壇にも立っている。通常授業の他、
一九二二（大正一一）年八月に開催された学外者を対象とした国士舘夏期講習会においても「現時に於け 支那問題」と題する講演を行っており、名実とも その任を全うしてい 。　
また、一九一九（大正八）年一一月「財團法人國士館























小村は、 「日本の対支外交方針」 題する論文（ 『實業
之日本』第二二巻第一三号、一九一九年）において「日華共助共存」に根ざし 諸政策を論じている。その中で教育政策においては、中国留学生の待遇および施設の改善と中国内地への教育機関の設立が急務であ としている。とくに教育機関の設立については「小中學及大學程度の學校を増設し、教育の普及に資すると云ふ事は是非我民間有力者の精神的努力により日華協力なり其他の方法により實行を見る様に致し
度た
い」と述べている。
　
国士舘は、一九三二（昭和七）年に満洲国が建国され
ると、中国東北部で活躍する有為な人材の輩出を目的として高等拓植学校に満蒙科 設け、翌年には満洲鏡泊湖畔（現中華人民共和国吉林省寧安県）に鏡泊学園を設立している。　
すなわち、国士舘は早い時期から海外への視座を持っ
ていたのであ そして、こうした流れの淵源には小村欣一の存在があったのではないだろうか。
